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２．大井川流域の現状 
（１）大井川流域の自然状況 

 １）河川の概要 

・大井川は、静岡県の中部に位置し、幹川流路延長１６８ｋｍ、流域面積１，２８

０ｋｍ２の一級河川です。 

・下流域は河口から大井川平野扇頂部の区間、中流域は大井川平野扇頂部から寸
す

又
また

川合流点付近の区間、上流域は寸
す

又
また

川合流点付近から源流部の区間に分けること

ができます。 

・下流域に広がる扇状地には、ＪＲ東海道本線、東海道新幹線、東名高速道路、国

道 1号等の交通網があり、大井川沿いには製薬、化学、製紙業等の工場が進出し

ています。 

・大井川水系は南アルプス国立公園、接岨峡
せっそきょう

、寸
す

又峡
またきょう

等の豊かな自然環境・河川景

観に恵まれています。 

・流域の地質は、中生代白亜紀の四万十
し ま ん と

層や第三紀層の瀬戸川
せ と が わ

層が帯状に配列され、

砂岩や泥岩から構成されています。また、中央構造線と糸魚川
いといがわ

－静岡構造線に挟

まれていることから、地殻変動や風化を受けて非常に脆弱な地質となっており、

上流域からの土砂流出が多いです。 

・流域の気候は、年平均気温は上流域で１２℃程度、中下流域で１５℃程度となっ

ており全体的に温暖な気候を示しています。流域内の平均年間降水量は、上中流

域で約２，４００ｍｍ～３，０００ｍｍ、下流域で約２，０００ｍｍとなる多雨

地帯です。 

 
表 ２.１ 大井川流域の概要 

項  目 諸  元 備  考 

流 路 延 長 １６８ｋｍ 全国１０９水系中第１６位 

流 域 面 積 １，２８０ｋｍ２ 全国１０９水系中第５１位 

支 川 数 ３９  

出典：大井川水系河川整備基本方針 
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出典：大井川水系河川整備基本方針3に加筆 
 
※市町合併による市町名、市町界を更新 
※大井川利水関係協議会4の会員である流域市町： 

島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、袋井市、御前崎市、菊川市、牧之原市、吉田町、川根本町 

図 ２.１ 大井川流域図 

                                                  
1 流域界：隣り合う水系との境界。 
2 基準地点：治水もしくは利水計画上、河川管理を適正に行うために基準となる地点。一般的に１水系に１つの基準地点が設

定される。 
3 河川整備基本方針：河川管理者が定める長期的な水系の整備方針。洪水対策の基本となる流量等を定めるもの。 
4 大井川利水関係協議会：中央新幹線建設における大井川水系の水資源の確保及び水質の保全等のため、流域８市２町、下流

域の１１利水者および静岡県副知事で構成され、平成３０年８月に設立されたもの。事務局は静岡

県くらし・環境部環境局水利用課。 
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 ２）地形 

・大井川流域は、上中流域の急峻な地形の赤石
あかいし

山脈と下流域の比較的平坦な大井川

平野（志太
し だ

平野）とに区分できます。なお、大井川は山地から平野に出る牛尾
う し お

山

付近（河口から約１９ｋｍ）から下流域に広大な扇状地を形成しています。 

・中流域は家山
いえやま

付近の「鵜山
う や ま

の七曲
ななまが

り」に代表される穿入
せんにゅう

蛇行
だ こ う

5が見られ、侵食に

よる河岸段丘を形成しています。 

・上流域では、隆起の著しい山地と流水による侵食の激しい河川との結合の結果、

Ｖ字型の急峻な地形となった接岨峡や寸又峡となり、良好な景観をつくり出して

います。 

・源流部に近い山地では、赤崩
あかくずれ

、ボッチ薙
なぎ

、上千枚崩
かみせんまいくずれ

などの大規模崩壊地が見ら

れます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２.２ 大井川流域の地形 

                                                  
5 穿 入

せんにゅう

蛇行：隆起ないし侵食面の低下のため、曲流していた川が下方侵食を復活し、曲流を保ちながら河床を基盤岩中に深

く掘り込んで生じる。 

出典：大井川水系河川整備基本方針
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写真 ２.１ 上流域の「Ｖ字型」渓谷と南アルプス 

 

 
 

 
 

写真 ２.４ 下流域の「大井川平野」 

出典：大井川水系河川整備基本方針

写真 ２.２ 中下流域の「鵜山の七曲り」  写真 ２.３ 大井川平野扇頂部牛尾山付近 
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 ３）地質 

・大井川流域の地質は、北から南への褶 曲
しゅうきょく

帯が古いものから新しいものへとなら

ぶ構造を示しており、糸魚川－静岡構造線に代表されるフォッサマグナおよび長

野県高遠付近から西へ続く中央構造線が東側と北側に位置しています。この地域

はこれら二つの構造線で区切られた西南日本外帯に属しています。 

・地層は、四万十帯と呼ばれる中生代白亜紀から新生代第三紀にかけての堆積岩か

らなり、砂岩・泥岩の互層をなし、褶 曲
しゅうきょく

6を受け節理
せ つ り

7が発達し、標高が高く気温

の較差が大きいことから風化浸食が顕著です。また、降水量が多いことから崩壊

地の拡大が大きく、生産された土砂は山腹や渓床に堆積し、下流へ流出していま

す。 

・下流域には扇状地性の沖積面が広がっています。 

 

 

 
図 ２.３ 中央構造線と糸魚川－静岡構造線の位置 

                                                  
6 褶曲：地層が著しく変形して単に傾斜するだけでなく、波状にうねること。 
7 節理：岩石にみられる規則正しい割れ目のこと。 

出典：大鹿村中央構造線博物館ホームページ 
出典：大井川水系河川整備基本方針 
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図 ２.４ 大井川流域の地質図 

  

出典：大井川水系河川整備基本方針
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 ４）気象 

・静岡県の気候は、太平洋側気候の特徴を示しており、全国的に見ても九州南部・

四国南部と同様に、温暖な気候条件に恵まれた県として知られています。 

・一方で、海岸に近い平野部に比べ、大井川上流域の山間部は気温の較差が大きく、

冬季の寒冷、夏季の昇温が目立つ気候であり、夏季の強雨が目立つところでもあ

ります。 

・大井川上流域の年間降雨量は３，０００ｍｍを越え、県内で根雪
ね ゆ き

8が見られるのは

富士山と大井川上流域のみです。河口付近においても年間降水量は２，０００ｍ

ｍを越えており、日本の多雨地域の一つといえます。また、気温については、温

暖な河口部に対して山岳地の寒さは厳しく、年平均気温は１０℃前後になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
8 根雪：雪が溶ける量よりも積もる量の方が多く、雪解けまで積雪が残るものをいう。 
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図 ２.５ 大井川流域の気象 

  

出典：大井川水系河川整備基本方針に加筆
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H30 5 10 10 節水期間 147 日間 

 

（２）大井川流域の流況 

 １）流況と降水量の経年変化 

・大井川では、渇水による節水対策が実施される年が多く発生している状況です。

直近では、平成２５年の節水率が大きく、節水期間も４０日間と長期であり、渇

水被害が大きかったと考えられます（表 ２.２参照）。 

・大井川の中下流域における河川水の流況や降水量の観測地点の位置を図 ２.６に

示します。また、河川水の流況を観測している神座
か ん ざ

地点の断面図を図 ２.７に示

します。 

・神座
か ん ざ

地点における実績流況は、表 ２.３に示すとおり、昭和４９年～平成２８年

の期間において、平均流量が約７３．２ｍ３/秒、低水流量約１２．９ｍ３/秒、渇

水流量約４．１ｍ３/秒となっています。なお、赤枠で示した年に取水制限が発生

しています。 

・また、平成元年の水利権更新において、塩郷
しおごう

堰堤
えんてい

より通年３ｍ３/秒（農繁期は５

ｍ３/秒）の維持流量が放流されることとなり、平成２年以降の最小流量が増える

などの流況改善効果が見られます。 

・大井川中下流域の流量と降水量の経年変化を表 ２.４に示します。取水制限が発

生している期間は、降水量と流量は少なくなっています。 

 

表 ２.２ 取水制限状況 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

出典：（Ｈ２９年度まで）平成３０年度第２回大井川流域委員会9資料（静岡河川事務所） 

（Ｈ３０年度）静岡県ホームページ資料をもとに作成 

 

                                                  
9 大井川流域委員会：「大井川水系河川整備計画」を策定するために、河川整備計画の原案について学識経験者等から意見を聴

く場として、平成２０年９月に設置されたもの 
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出典：大井川水系河川整備基本方針に加筆 
※市町合併による市町名、市町界を更新 
※大井川利水関係協議会の会員である流域市町：島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、袋井市、御前崎市、菊川市、

牧之原市、吉田町、川根本町 
図 ２.６ 観測地点位置図 

島田観測所地点 

川根本町観測所地点 

神座地点 

下泉橋地点 
流域界

県境

基準地点

ダム

凡 例
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図 ２.７ 大井川（神座
か ん ざ

地点）の断面図 

※国土交通省ＨＰ「川の防災情報」より 
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豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量 最小 平均 総量

（ｍ3/ｓ） （ｍ3/ｓ） （ｍ3/ｓ） （ｍ3/ｓ） （ｍ3/ｓ） （ｍ3/ｓ） 106ｍ3

昭和49年 100.2 59.4 7.36 1 0 92.66 2922.19

昭和50年 77.74 42.52 23.05 1.5 0 75.55 2382.59
昭和51年 82.64 50.7 18.34 3.46 0.86 81.84 2588.07
昭和52年 66.7 19.07 4.54 3.08 2.53 62.18 1960.86
昭和53年 41.73 19.09 8.68 1.75 0.38 44.12 1391.31
昭和54年 82.83 43.1 19.72 2.98 1.95 73.84 2328.7
昭和55年 82.68 59.72 20.79 2.36 0.83 68.42 2163.77
昭和56年 80.6 37.83 9.52 1.89 0.94 59.94 1890.27
昭和57年 70.07 30.8 10.96 2.13 1.24 89.11 2810.07
昭和58年 104.28 52.32 13.01 1.81 1.53 96.33 3037.85
昭和59年 17.08 5.01 1.67 0.82 0.14 15.97 504.99
昭和60年 150.26 27.81 10.83 1.17 0.23 85.84 2707.19
昭和61年 84.48 17.53 2.29 1.16 0.91 45.51 1435.25

昭和62年～63年 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測
平成1年 83.1 48 23.88 0.74 0.13 81.89 2582.37
平成2年 90.88 42.48 25.94 8.04 3.21 101.42 3198.4
平成3年 120.4 69.88 18.01 4.34 3.35 113 3563.68
平成4年 47.75 22.4 11.68 6.53 5.59 61.55 1946.42
平成5年 137.3 31.54 10.82 7.61 6.69 149.38 4710.89
平成6年 18.82 10.65 8.36 4.86 4.39 38.95 1228.3
平成7年 51.05 10.49 9.29 5.09 2.93 45.58 1437.29
平成8年 26.14 16.14 13.38 8.44 7.83 38.4 1214.44
平成9年 66.48 34.76 22.17 12.27 12.27 101.71 3207.55
平成10年 225.18 64.93 27.3 5.33 4.76 184.74 5825.96

平成11年～13年 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測
平成14年 28.69 11.74 7.2 1.95 0.11 36.13 1139.55
平成15年 65.14 36.67 13.11 5.64 5.55 80.37 2534.65
平成16年 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測
平成17年 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測
平成18年 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測
平成19年 33.04 12.37 6.8 4.2 3.3 40.4 1270.14
平成20年 29.46 12.02 7.99 4.34 3.11 26.74 845.59
平成21年 52.8 23.24 9.34 5.61 5.26 43.1 1359.07
平成22年 100.24 48.43 14.51 7.07 6.28 89.67 2827.83
平成23年 98.19 27.7 10.59 4.1 3.4 109.48 3452.56
平成24年 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測
平成25年 36.81 20.14 9.6 6.13 4.88 35.67 1124.89
平成26年 欠測 欠測 欠測 欠測 3.38 欠測 欠測
平成27年 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測
平成28年 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測

平成9年～平成25年
10年平均（欠測除く）

累年平均 75.90 32.53 12.93 4.11 3.06 73.21 2309.44

73.60 29.20 12.86 5.66 4.89 74.80 2358.78

表 ２.３ 神座地点実績流量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 豊水流量：１年を通じて９５日はこれを下回らない流量 

平水流量：１年を通じて１８５日はこれを下回らない流量 
低水流量：１年を通じて２７５日はこれを下回らない流量 
渇水流量：１年を通じて３５５日はこれを下回らない流量 

  
出典：平成３０年度第２回大井川流域委員会資料 に加筆 

  

取水制限発生年（※平成５年以降）
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表 ２.４ 中下流域における河川水の流量と降水量の経年変化 

 

 
※下泉橋地点の年平均流量は、月１回の調査結果を平均して算出 

  

川根本町 島田 川根本町 島田 下泉橋 神座

H14 2,335 1,621 6.40 4.62 - 36.13

H15 3,568 2,687 9.78 7.36 - 80.37

H16 4,224 2,934 11.54 8.02 - 欠測

H17 2,270 1,650 6.22 4.52 - 欠測

H18 2,832 2,271 7.76 6.22 - 欠測

H19 2,563 2,139 7.02 5.86 - 40.40

H20 2,523 2,007 6.89 5.70 - 26.74

H21 3,196 2,138 8.76 6.07 5.31 43.10

H22 4,019 2,860 11.01 7.84 16.63 89.67

H23 4,634 2,353 12.70 6.45 9.22 109.48

H24 3,314 2,424 9.05 6.62 27.87 欠測

H25 2,641 1,847 7.24 5.06 7.53 35.67

H26 3,290 2,076 9.01 5.69 11.36 欠測

H27 3,673 2,675 10.06 7.33 9.87 欠測

H28 3,169 2,230 8.66 6.09 11.63 欠測

年間総雨量
(mm)年

年平均流量

(m3/s)
年間平均日雨量

(mm/日)

取水制限発生年 
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 ２）ダム直下維持放流量について 

・大井川では、発電ダム建設が相次ぎ、塩郷
しおごう

堰堤
えんてい

の下流域では河川の水が流れない

状態となっていました。そのため、地域住民からの強い流況改善の要望により、

昭和６０年代以降、流況改善を進められてきています。（（３）大井川の水利用の

沿革と現況にて記載） 
・ダム下流の河川環境の維持等を目的として、維持放流が義務付けられたダムが存

在しています。大井川においても田代ダム、長島ダム、大井川ダム、塩郷
しおごう

堰堤
えんてい

な

どで維持放流が実施されています（表 ２.５、図 ２.８参照）。 
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表 ２.５ ダム直下維持放流量 

ダム名 竣工年 維持放流量 

田代ダム 昭和３年 ０．４３ｍ３/秒～１．４９ｍ３/秒（期別） 

長島ダム 平成１４年 ０．７ｍ３/秒 

大井川ダム 昭和１１年 １．５ｍ３/秒 

塩郷堰堤 昭和３５年 ３．０ｍ３/秒～５．０ｍ３/秒（期別） 

 
図 ２.８ 維持放流量模式図 

 
出典：広報かわねほんちょう 2006.3 

神座地点

＜大井川＞

田代ダム

畑薙第一ダム

井川ダム

長島ダム

塩郷堰堤

田代ダム維持放流量

長島ダム維持放流量

塩郷堰堤維持放流量

駿河湾

【0.7m3/s】

【3.0～5.0m3/s】（期別）

大井川ダム

大井川ダム維持放流量

【0.43～1.49m3/s】（期別）

【1.5m3/s】
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（３）大井川の水利用の沿革と現況 

 １）沿革 

・大井川の水利用は、農業用水としての利用が始まりで、戦後、「国営大井川農業水

利事業」が実施され、大井川右岸の東遠
とうえん

・中遠
ちゅうえん

地域にも用水が供給されるように

なりました。また、大井川右岸の牧之原地域では、「国営牧之原農業水利事業」に

より、長島ダムから用水が供給されることとなりました。 

・水力発電の歴史は、大井川水系において初の本格的なダムとして、昭和３年に田

代ダムが完成しました。その後も電力需要の増大とともに電力会社を中心に開発

が進められました。 

・しかし、水力発電への水利用によって、大井川中流域では平常時には河川に水が

流れない状態となりました。この状況を受けて、昭和４６年の長島ダム建設計画

発表を機に地元住民から強い流況改善運動（水返せ運動）が起こりました。 

・また、川口発電所の水利権更新時期を迎えた昭和６１年には、地元住民から静岡

県知事に対して放流量の増量の要望があり、静岡県知事と中部電力（株）との協

議を経て、平成元年の水利権更新において通年３ｍ３／秒（農繁期は５ｍ３／秒）

の維持流量を塩郷
しおごう

堰堤
えんてい

より放流することとなりました。 

・また、田代ダムについても、水利権更新時期を迎えた平成１７年頃からの河川水

量回復の要望の高まりを受け、平成１８年の水利権更新において維持放流の実施

と大井川水系への流水還元が行われることとなりました。 
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 ２）表流水の利用 

・古くより大井川では、豊富な水量と急峻な地形特性を活かした水利用が進められ

ており、昭和３年に田代ダムが建設されて以降、数多くのダム・堰堤などの取水

施設が建設されてきました。取水施設の総数は現在では２９箇所となっており、

これらの取水施設から取水された水は、発電用水、農業用水、水道用水、工業用

水などとして、流域内外で幅広く利用されています。 

・大井川水系における現在の水利権量の内訳は、全最大取水量の９４％を発電用水

が占め、５％が農業用水、その他の用水が１％となっており、発電用水としての

利用が大半を占めています。 

・発電用水の合計使用水量は、従属発電10を除く１４箇所の発電所の合計で約６７

０ｍ３/秒となっています。 

・農業用水は、かんがい期最大取水量３８ｍ３/秒、非かんがい期最大取水量約１５

ｍ３/秒となっており、かんがい面積は約１３,０００ｈａとなっています。 

・水道用水・工業用水としては、大井川広域水道、島田市上水道、あるいは製紙工

場などの工業用水などで約４ｍ３/秒が利用されています（図 ２.９）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２.９ 大井川水系の水利状況 

  

                                                  
10 従属発電：既に水利使用の許可を受けて取水している農業用水等やダム等から一定の場合に放流される流水を利用して行う

発電。 

平成３０年１２月３１日現在 

出典：一級河川大井川水系 中流七曲りブロック河川整備計画 
（令和元年７月静岡県）をもとに作成 

水道用水
0.31%

工業用水
0.30% 農業用水

5%

発電用水
94%

その他
0.02%

目的別 件数
最大取水量

（m3/s）
備考

水道用水 2 2.178

工業用水 2 2.104

農業用水
許可 11 38.491 かんがい面積約 13,000ha

慣行 76 - かんがい面積約 400ha

発電用水 14 669.16 従属発電を除く

その他 7 0.141

合計 112 712.074
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・具体的には、図 ２.１０に示すとおり、上流域では、畑薙第一ダム、井川ダムで

貯水された水が発電に利用され、その水は中流域では、大井川ダムから、大井川

本流とは別にバイパスし、大井川本流に沿って南北に縦断的に整備された発電所

で使用されながら川口発電所まで流下しています。 

・下流域において、農業用水、水道用水、工業用水などに利用される水は、川口発

電所で使用された後の水を取水しています。 

・川口発電所では、下流の利水者の水利権水量を確保できるよう運用されています。

特に、渇水期においては、畑薙第一ダムと井川ダムでの貯水分と塩郷
しおごう

堰堤
えんてい

、笹間
さ さ ま

川
がわ

ダムにより直接取水した分を合わせて、下流の利水者への供給量を補っていま

す。 

・なお、現在の川口取水口地点での利水者の水利権水量は、表 ２.６の赤枠に示す

とおり、夏期は約３７ｍ３/秒、冬期は約１７ｍ３/秒です。 

・平成１４年には、牧之原地域の新規かんがい用水、及び７市２町の新規水道用水

の補給供給、流水の正常な機能の維持、洪水調節を目的とした長島ダムが完成し、

維持流量等のほか、新川口取水口地点での利水者の期別最大取水量を確保するよ

うダムから放流しています。現在の新川口取水口地点での利水者の水利権量は、

表 ２.６に示すとおりです。 

・渇水時には、大井川水利調整協議会11において、畑薙第一ダムと井川ダムの合計貯

水量を基準として、関係者との情報交換、必要な節水対策の内容を決定していま

す。 

・また、渇水状況を回避するため、長島ダムでは、洪水調整のために放流した水を、

下流の利水者へ補給する措置も行われています。図 ２.１１に平成２５年の例を

示します。これにより、畑薙第一ダムや井川ダムの貯水量の減少を抑制していま

す。 

・このように畑薙第一ダムと井川ダムの合計貯水量が渇水対策の基準となるほか、

両ダムや長島ダムの運用が下流域の利水への安定供給を図るうえで重要な役割

を果たしています。なお、畑薙第一ダムと井川ダムの貯水池諸元は、別冊「２、

大井川流域に関する情報」に示します。 

 

                                                  
11 大井川水利調整協議会：渇水時における水利使用者間の水利調整及びその他水利を円滑に行うため、大井川水系に水利権を

有するもの等で構成され、平成６年１２月に設置されたもの。事務局は静岡県くらし・環境部環境

局水利用課。 
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図 ２.１０ 大井川水系水利模式図
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4.1～4.10 4.11～5.5 5.6～5.31 6.1～6.5 6.6～6.30 7.1～8.31 9.1～9.30 10.1～10.31 11.1～12.31 1.1～1.31 2.1～3.31

川
口
取
水
口

大井川農業用水 14.464 16.216 34.973 35.103 32.170 14.464

新東海工業用水 2.000

島田市上水道 0.173

東遠工業用水 0.076

計 16.713 18.465 37.222 37.352 34.419 16.713

新
川
口
取
水
口

大井川広域水道 1.900 1.960 2.000 1.960 1.900 1.800

牧之原農業用水 2.300 3.045 2.300 1.556 0.811 1.556

東遠工業用水 0.032

計 4.232 4.292 5.077 4.332 3.548 2.743 2.643 3.388

合計 20.945 22.697 41.454 41.454 41.644 42.429 38.751 20.261 19.456 19.356 20.101

表 ２.６ 各用水の期別水利権水量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

出典：静岡県からの提供資料（令和 2 年 4 月 1 日時点）をもとに作成

単位：m3/s
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出典：ダム諸量データベースのデータをもとに作成 

図 ２.１１ 長島ダムの運用状況（平成２５年） 

下流域の利水者への補給 
+ 

洪水調整のための放流 

平成２５年 

取水制限期間 取水制限期間 
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 ３）地下水の利用 

・地下水は、下流域沿川で多く利用され、主に工業用水、上水道に利用されていま

す（図 ２.１２参照）。 

・大井川下流域における地下水の利用状況を図 ２.１３に示します。なお、参考と

して大井川下流域市町の人口の推移を、別冊「２、大井川流域に関する情報」に

示します。 

・地下水は主に工業用水、上水道として利用されており、１日あたりの利用量は、

昭和５５年頃がピークで約４０万ｍ３/日（年間換算で約１．５億ｍ３）、近年では

平成２７年に約２５万ｍ３/日（年間換算で約０．９億ｍ３）となっています。 

 

 
出典：平成２１年度 第２回大井川流域委員会 

図 ２.１２ 地下水の用途別利用量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２.１３ 大井川下流域における地下水の利用状況 

  

出典：「地下水調査報告書（平成３０年版）」（静岡県くらし・環境部環境局水利用課）をもとに作成



 

２-２３ 

番
号

名称 所在地 孔口標高 井戸深度 スクリーン深度

01 島-1 島田市島 77.74m GL-59m GL-11～42m

02 大柳南 島田市大柳 31.5m GL-82m GL-42～50m

03 大幡 吉田町大幡 19.06m GL-20m GL-5～20m

04 川尻B 吉田町川尻 8.06m GL-20m GL-5～20m

05 川尻A 吉田町川尻 7.87m GL-150m GL-127～145m

06 住吉 吉田町住吉 5.43m GL-51m GL-37～51m

07 細江小 牧之原市細江 4.44m GL-15m GL-4～12m

08 横井 島田市横井 56.4m GL-80m GL-32～50m

09
ごへい

五平 藤枝市大西町 31.52m GL-90m GL-42～60m

10
おおすちゅう

大洲中
やざえもん

藤枝市弥左エ門 22.11m GL-80m GL-50～70m

11
じちょううけしょ

治長請所 焼津市治長請所 16.55m GL-100m GL-84～100m

12 大富小
なかねしんでん

焼津市中根新田 10.09m GL-97m GL-71～91m

13
いっしき

一色 焼津市一色 7.89m GL-150m GL-109～127m

14
ふじもり

藤守（新） 焼津市藤守 8.2m GL-4m -

15 新大井川中
しもえどめ

焼津市下江留 10.3m GL-120m GL-68～112m

（４）大井川下流域（扇状地）の地下水と河川流量等の関係 

・大井川下流域においては、これまで継続的に地下水位の計測が行われてきていま

す。今回、下流域における地下水の状況を把握するため、こうした地下水位の計

測データを整理するとともに、降水量や河川流量による影響について考察しまし

た。 

 

 １）地下水位の計測結果 

・図 ２.１４に示す大井川下流域の各観測井における地下水位（常時計測）の年平

均値を図 ２.１５に示します。（各観測井の詳細な計測結果は、別冊「２、大井川

流域に関する情報」を参照） 

・図 ２.１５に示す年平均の地下水位は、ほとんど経年的な変化は見られず、扇状

地内で安定した状態が続いています。また、取水制限が発生した年（図 ２.１５

の赤枠）においても地下水位への影響は確認されていません。 

・また、図 ２.１６の赤枠に示すとおり、国土交通省による検討においても、河川

水の影響による地下水障害を起こした事例は確認されていません。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２.１４ 地下水の水位 調査地点図（大井川下流域） 



 

２-２４ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 ２.１５ 年平均地下水位（大井川下流域） 

  

取水制限発生年 

※水位は、標高（EL）を示す。 
※縦軸（右側）は地点 01（島-1）と地点 08（横井）、縦軸（左側）はその他の地点の値を示す。



 

２-２５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

出典：大井川水系河川整備基本方針 に加筆 

図 ２.１６ 大井川の正常流量検討について  



 

２-２６ 

 ２）地下水位の変動要因 

・大井川下流域の地下水位は、年平均でみるとほとんど経年的な変化は見られませ

んが、月別にみると地下水位の変動がみられるため、その要因について検討しま

した。 

・調査地点は図 ２.１４に、地下水位と降水量の経年変化を図 ２.１７に、地下水

位と降水量の相関関係を図 ２.１９に示します。また、地下水位と神座地点の河

川流量の関係についても、地下水位と河川流量の経年変化を図 ２.２０、地下水

位と河川流量の相関関係を図 ２.２１に示します。 

・月別の地下水位の変動要因として、降水量による影響が考えられます。図 ２.１

７より、降水量が冬期は少なく、夏期は多くなることに伴い、地下水位が低下・

上昇する傾向が確認されました。 

・大井川下流域の上流部、中流部、下流部の地点での地下水位の変動（図 ２.１８）

をみると、大井川下流域の上流部では、変動が大きく、下流部では変動が小さく

安定した状態が続いています。 

・地下水位と降水量の相関関係（図 ２.１９）、地下水位と河川流量との相関関係

（図 ２.２１）より、大井川下流域の上流部では相関は高く、大井川下流域の下

流部では相関は低い傾向が確認されました。 

・また、井戸深度の違いにより、地下水位・降水量の相関関係（図 ２.２２）、地下

水位・河川流量の相関関係（図 ２.２３）に変化が生じるかをみると、井戸深度

が浅い方が相関は高い傾向が見受けられました。 

 

・これらの実測データ等を踏まえると、大井川下流域の地下水に関して、以下のこ

とが言えると考えられます。 

 

・下流域の地下水位は、年平均でみると扇状地内で安定した状態が続いている。

一方、月別の地下水位は、大井川下流域の下流部では安定しており、大井川下

流域の上流部・中流部では一定の変動が見られる。その要因としては、降水量

や大井川の河川流量による影響を受けている。 

・ただし、扇頂部に至るまでの大井川の河川流量については、上流域のダムによ

り管理されており、一定の流量が確保されている。その結果、渇水期において

も河川水の影響で地下水障害を起こした事例はない。 
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図 ２.１７ 地下水位と降水量の経年変化（Ｈ１４～Ｈ２８） 

※地下水平均値：H14～H28 の各地点における地下水位の観測値を平均した数値 

※点線は、扇状地下流の観測井

冬期は低下 夏期は上昇 

冬期は低下 夏期は上昇 



 

 
 

２
-
２

８
 

-5
-4
-3
-2
-1
0
1
2
3
4
5

H
1
4
.1

H
1
4
.7

H
1
5
.1

H
1
5
.7

H
1
6
.1

H
1
6
.7

H
1
7
.1

H
1
7
.7

H
1
8
.1

H
1
8
.7

H
1
9
.1

H
1
9
.7

H
2
0
.1

H
2
0
.7

H
2
1
.1

H
2
1
.7

H
2
2
.1

H
2
2
.7

H
2
3
.1

H
2
3
.7

H
2
4
.1

H
2
4
.7

H
2
5
.1

H
2
5
.7

H
2
6
.1

H
2
6
.7

H
2
7
.1

H
2
7
.7

H
2
8
.1

H
2
8
.7

地
下

水
位

（
上

流
）

平
均

値
と

の
差

分
（
m

）

地下水位（01島-1地点） 地下水位（02大柳南地点） 地下水位（08横井地点）
地下水位（09五平地点） 地下水位（10大洲中地点）

-5
-4
-3
-2
-1
0
1
2
3
4
5

H
1
4
.1

H
1
4
.7

H
1
5
.1

H
1
5
.7

H
1
6
.1

H
1
6
.7

H
1
7
.1

H
1
7
.7

H
1
8
.1

H
1
8
.7

H
1
9
.1

H
1
9
.7

H
2
0
.1

H
2
0
.7

H
2
1
.1

H
2
1
.7

H
2
2
.1

H
2
2
.7

H
2
3
.1

H
2
3
.7

H
2
4
.1

H
2
4
.7

H
2
5
.1

H
2
5
.7

H
2
6
.1

H
2
6
.7

H
2
7
.1

H
2
7
.7

H
2
8
.1

H
2
8
.7

地
下

水
位

（
中

流
）

平
均

値
と

の
差

分
（
m

）

地下水位（03大幡地点） 地下水位（11治長請所地点） 地下水位（12大富小地点） 地下水位（15新大井川中地点）

-5
-4
-3
-2
-1
0
1
2
3
4
5

H
1
4
.1

H
1
4
.7

H
1
5
.1

H
1
5
.7

H
1
6
.1

H
1
6
.7

H
1
7
.1

H
1
7
.7

H
1
8
.1

H
1
8
.7

H
1
9
.1

H
1
9
.7

H
2
0
.1

H
2
0
.7

H
2
1
.1

H
2
1
.7

H
2
2
.1

H
2
2
.7

H
2
3
.1

H
2
3
.7

H
2
4
.1

H
2
4
.7

H
2
5
.1

H
2
5
.7

H
2
6
.1

H
2
6
.7

H
2
7
.1

H
2
7
.7

H
2
8
.1

H
2
8
.7

地
下

水
位

（
下

流
）

平
均

値
と

の
差

分
（
m

）

地下水位（04川尻B地点） 地下水位（05川尻A地点） 地下水位（06住吉地点）
地下水位（07細江小地点） 地下水位（13一色地点） 地下水位（14藤守（新）地点）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２.１８ 地下水位の平均値との差分（Ｈ１４～Ｈ２８） 

※地下水平均値：Ｈ１４～Ｈ２８の各地点における地下水位の観測値を平均した数値 

上流部 

中流部 

下流部 

変動が大きい 

変動が小さい 



 

２-２９ 

 

y = 0.005x + 71.035

R² = 0.3724

y = 0.0045x + 21.496

R² = 0.2812

y = 0.0002x + 6.1757

R² = 0.0171

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

地
下

水
位

（T
.P

.m
）

雨量（mm）

地下水位（01島-1地点）

地下水位（02大柳南地点）

地下水位（05川尻A地点）

y = 0.005x + 1.2054

R² = 0.3724

y = 0.0045x + 2.9062

R² = 0.2812

y = 0.0002x + 0.4157

R² = 0.0171

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

地
下

水
位

（m
）

雨量（mm）

地下水位（01島-1地点）

地下水位（02大柳南地点）

地下水位（05川尻A地点）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２.１９（１） 地下水位と島田観測所雨量の相関関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※各地点の最低地下水位をゼロ点として拡大 

図 ２.１９（２） 地下水位と島田観測所雨量の相関関係（拡大図） 
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図 ２.２０ 地下水位と神座地点流量の経年変化（Ｈ１４～Ｈ２８） 

※地下水平均値：Ｈ１４～Ｈ２８の各地点における地下水位の観測値を平均した数値 
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図 ２.２１（１） 地下水位と神座地点流量の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※各地点の最低地下水位をゼロ点として拡大 

図 ２.２１（２） 地下水位と神座地点流量の相関関係（拡大図） 
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○：上流部観測地点、△：中流部観測地点、□：下流部観測地点 

図 ２.２２ 井戸深度と地下水位・島田観測所雨量の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○：上流部観測地点、△：中流部観測地点、□：下流部観測地点 

図 ２.２３ 井戸深度と地下水位・神座地点流量の相関関係 
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（５）大井川地下水等の成分分析 

 １）成分分析の目的 

・大井川下流域の地下水は、約２６万ｍ３/日（平成２７年）も利用されるなど、

大井川流域市町の方々の水資源の一部として広く利用されております。 

・大井川下流域の地下水位と降水量や河川流量との関係を実測データに基づ

いて調査した結果、大井川下流域の上流部では降水量や河川流量による影響

が見受けられますが、扇頂部に至るまでの河川流量は上流域のダムにより管

理されており、大井川下流域全体としては、安定した状態が続いていること

を確認いたしました。 

・第５回有識者会議での座長コメントを踏まえ、トンネル掘削による大井川下

流域の地下水への影響について、更に確認するために、大井川上流域から中

下流域にかけて、複数の地点で地下水や河川水を採水し、化学的な成分分析

を実施しました。 

・以下に、成分分析の概要、成分分析の結果概要及び考察を記します。 
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 ２）成分分析の概要（豊水期調査） 

 イ．計測項目 

・水の成分分析は、対象とする降水（雨水）、河川水、地下水などを現地から

採水し、室内で分析を行うことで、地下水の流動状況の把握や供給源、滞留

時間の推定などを行うものです。これまで、様々な事例をもとに調査・研究

が進められ、分析の手法が構築されてきています。 

・今回の成分分析については、表 ２.７のとおり３項目を実施しました。なお、

各分析項目の詳細な計画については、別冊「３、大井川地下水等の成分分析

の詳細」に記載しています。 

 

表 ２.７ 成分分析の計測項目（豊水期調査） 

分析項目 概要 

a）溶存イオン 

地下水は流動する箇所の地質状況などに影響を受け、さまざ

まな化学物質が溶け込んでおり、水循環の過程において、そ

の組成を変化させていきます。溶存イオン分析では、主要溶

存イオン（ナトリウム、カリウム、カルシウム等）の組成

を、各イオン同士の濃度割合や全体的な濃度の高さ等により

整理し、水の起源（浅層地下水・深層地下水、温泉水等）の

可能性を推定するものです。 

b）酸素・水素安定同位

体比（δ18O・δD） 

元素には中性子数が異なる同位体が存在し、放射壊変12する

ことなく安定しているものを安定同位体といいます。その同

位体の存在比率は、蒸発、凝結等の相変化に伴い変化しま

す。雨水の酸素・水素安定同位体比（δ18Ｏ・δＤ）は標高

が高いほど低くなること、地中ではあまり変化しないこと、

を利用して水の平均的な涵養標高（雨水が地下に涵養した標

高）を推定するものです。 

c）不活性ガス等 

不活性ガス（ＳＦ6（六フッ化硫黄）、ＣＦＣs（フロン類）

等）や放射性同位体（トリチウム等）は、大気中、または降

水中の濃度が年代とともに変動していること、地中では安定

的であること、を利用して水の滞留時間を推定するもので

す。 

 

 ウ．計測地点及び調査期間 

・計測地点は、表 ２.８及び図 ２.２５のとおり、大井川各流域における河川、

井戸において、実施しました。また、現地調査期間は、表 ２.９のとおりで

す。 

 

 

                                                  
12 放射壊変：原子核が放射線を出すことにより他の安定な原子核に変化する現象 
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表 ２.８ 成分分析の計測地点（豊水期調査） 

項目 地点 地点数 

地下水 
上流域（ 椹

さわら

島
じま

より上流側） 計画路線近傍の観測井※１ ２ 

上流域（椹島より下流側）

～中下流域 
静岡県等所有の観測井１４箇所 １４ 

河川水 

上流域（椹島より上流側） 田代取水堰堤上流 １ 

上流域（椹島より下流側）

～中下流域 

大井川（下 泉
しもいずみ

橋）：川根本町 

※静岡県観測地点 

大井川（神座
か ん ざ

）：島田市 

大井川（富士見
ふ じ み

橋）：吉田町 

※国土交通省観測地点 

３ 

※１ 計画路線近傍の観測井は、図 ２.２４に示すとおり、上流域（椹島より上流側）を主に構成する白

根層群に位置しております。 

 

表 ２.９ 現地調査期間（豊水期調査） 

調査区域 調査期間 

上流域（椹島より下流側）～中下流域 令和２年７月２７日～８月１日 

上流域（椹島より上流側） 令和２年８月９日、１０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２.２４ 大井川流域の地層分布と上流域（椹島以北）の観測井の位置図 
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区分 番号 地点名 所在地 採水標高

上流域
（椹島より上流側）

河川4
大井川

（田代取水堰堤上流）
静岡市 1397.0ｍ

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

河川1
ふ じ み

大井川（富士見橋） 吉田町 13.9m

河川2
かんざ

大井川（神座） 島田市 98.6ｍ

河川3
しもいずみ

大井川（下泉橋） 川根本町 210.0ｍ

区分 番号 地点名 所在地 井戸深度 ｽｸﾘｰﾝ深度

上流域
（椹島より上流側）

井戸16 東俣付近
静岡市

ＧＬ-44m GL-16～-40m

井戸17
田代取水堰

堤付近
GL-256m

GL-130～
-250m

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

井戸01 島-1
島田市

GL-59m GL-11～42m

井戸02 大柳南 GL-82m GL-42～50m

井戸03 大幡

吉田町

GL-20m GL-5～20m

井戸04 川尻B GL-20m GL-5～20m

井戸05 川尻A GL-150m GL-127～145m

井戸06 住吉 GL-51m GL-37～51m

井戸07 細江小 牧之原市 GL-15m GL-4～12m

井戸08 横井 島田市 GL-80m GL-32～50m

井戸09
ごへい

五平
藤枝市

GL-90m GL-42～60m

井戸10
おおすちゅう

大洲中 GL-80m GL-50～70m

井戸11
じちょううけしょ

治長請所

焼津市

GL-100m GL-84～100m

井戸13
いっしき

一色 GL-150m GL-109～127m

井戸14
ふじもり

藤守（新） GL-4m -

井戸15 新大井川中 GL-120m GL-68～112m

区分 番号 名称 所在地 採水標高

上流域
（椹島より上流側）

湧水6
とくさ

木賊付近の湧き水 静岡市 1211.8m

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

湧水1 吉永ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾟｰｸ 焼津市 4.1m

湧水2 清水屋の湧き水 藤枝市 91.2m

湧水3
こながい

小長井の湧き水 川根本町 300.7m

湧水4
ちまんじ

智満寺の霊水 島田市 332.0m

湧水5 奥大井の湧き水 静岡市 810.4m

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２.２５ 成分分析の計測地点（豊水期調査） 

※井戸 12（大富小）は、井戸孔内に既設のケーブル等が設置されており、採水不可。

※１ 湧水調査地点は、一定の標高ごとに設定（地点は静岡県ＨＰで紹介されている箇所を選定）。 

※２ 大気調査地点は、大気中の不活性ガス（ＳＦ６）濃度曲線を補正するために、上流域、中流域、下流域そ

れぞれ１地点ずつ設定。 
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 ３）成分分析の結果概要及び考察（豊水期調査） 

・地下水、河川水の各成分分析結果をとりまとめたものを図 ２.２６に示します。

各分析項目の結果の概要は以下のとおりです。なお、各分析項目の詳細な結果に

ついては、別冊「３、大井川地下水等の成分分析の詳細」に記載しています。 
 
 ① 溶存イオンの分析 

・上流域（椹島より上流側）の地下深くで計測した井戸１７の地下水は、滞留時

間の比較的長い地下水に見られるような水質組成を示し、溶存成分の総濃度も

相当高くなっており、下流域における地下水、河川水と比較して顕著に異なる

水質特性を示しました。また、下流域のほとんどの井戸は、浅層地下水に見ら

れる水質組成を示したことから、下流域の河川水や降水が涵養していることが

推定されます。 

 

 ② 酸素・水素安定同位体比の分析 

・下流域における各地下水の平均的な涵養標高は、約２００ｍ～約９００ｍと推

定され、上流域（椹島以北）の地下深くで計測した井戸１７の地下水の平均的

な涵養標高（約１，７００ｍ）と比較して、全体的に相当低いものと推定され

ました。 

・中下流域の河川水（河川１～河川３）の平均的な涵養標高は約１,０００ｍとな

っていること及び大井川流域の水循環の概念を踏まえると、上流域で涵養され

た地下水が地表へ湧出し、河川水として中下流域へ流れてきていることが推定

されます。 

・また、下流域の各地下水の平均的な涵養標高（約２００ｍ～約９００ｍ）は、

河川水の平均的な涵養標高（約１，０００ｍ）より低い値となっていることか

ら、下流域の河川水のほか、その場における降水も涵養していることが推定さ

れます。 

 

 ③ 不活性ガス等の分析 

・上流域（椹島より上流側）の地下深くで計測した井戸１７の地下水の滞留時間

は約６０年以上と推定され、下流域の地下水と比較して長い傾向が認められま

した。 
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図 ２.２６ 成分分析結果まとめ（豊水期調査） 
出典：背景図は国土地理院の色別標高図を、河道網は国土数値情報のＳＨＰデータを使用し作成 



 

２-３９ 

 ４）成分分析の概要（渇水期調査） 

・降水や河川流量の状況等が異なる渇水期においても計測を行いましたので、

その結果を以降にお示しします。 

 

 ア．計測項目 

・渇水期調査においては、豊水期調査と同様に表 ２.７に示す３項目を実施し

ました。このうち、不活性ガス等による滞留時間の分析については、豊水期

調査において、別冊「３、大井川地下水等の成分分析の詳細」に記載のとお

り、上流域（椹
さわら

島
じま

より上流側）の深井戸（井戸１７）では、トリチウムの

分析結果から約６０年以上と推定しましたが、さらにどの程度の年代の水で

あるかを分析するために、より古い年代まで分析可能なトレーサー（１４Ｃ

（炭素放射性同位体））を追加し、分析を行いました。 

・なお、各分析項目の詳細な計画については、別冊「３、大井川地下水等の成

分分析の詳細」に記載しています。 

 

 イ．計測地点及び調査期間 

・計測地点は、表 ２.１０及び図 ２.２７のとおり、豊水期調査と同様に大井

川各流域における河川、井戸において、実施しました。 

・また、豊水期調査において、下流域の観測井１４箇所のうち、吉田町の一部

の井戸（井戸５、井戸６）や牧之原市の井戸（井戸７）では、他の井戸とは

異なる水質組成を示し、滞留時間も比較的長い結果となったことから、これ

らの井戸の近傍を流れる河川（湯
ゆ

日
い

川
がわ

、坂口
さ ぐ ち

谷
や

川
がわ

、勝間田
か つ ま た

川
がわ

）の源流部付近

の湧水を調査地点として追加しました。 

・また、焼津市の一部の井戸（井戸１１、井戸１３）は、滞留時間が比較的短

い結果となったことから、近傍河川（栃
とち

山
やま

川
がわ

（大井川の旧河道））を調査地

点として追加しました。 

・現地調査期間は、表 ２.１１のとおりです。 
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表 ２.１０ 成分分析の計測地点（渇水期調査） 

項目 地点 地点数 

地下水 
上流域（ 椹

さわら

島
じま

より上流側） 計画路線近傍の観測井※１ ２ 

上流域（椹島より下流側）

～中下流域 
静岡県等所有の観測井１４箇所 １４ 

河川水 

上流域（椹島より上流側） 大井川（田代取水堰堤上流） １ 

上流域（椹島より下流側）

～中下流域 

大井川（下 泉
しもいずみ

橋（川根本町）、神座
か ん ざ

（島

田市）、富士見
ふ じ み

橋（吉田町）） 
３ 

栃山川（上小田
か み お だ

橋（焼津市）、土
ど

瑞
ずい

橋

(藤枝市)、弘法
こうぼう

橋（島田市）） 
３ 

湧水※２ 
上流域（椹島より下流側）

～中下流域 

湯
ゆ

日
い

川
がわ

、坂口
さ ぐ ち

谷
や

川
がわ

、勝間田
か つ ま た

川
がわ

それぞれ

の源流部付近 
３ 

※１ 計画路線近傍の観測井は、図 ２.２４に示すとおり、上流域（椹島以北）を主に構成する白根層群に

位置しております。 

※２ これらのほか、湧水地点は一定の標高ごとに設定（地点は静岡県ＨＰで紹介されている箇所を選定） 

 

表 ２.１１ 現地調査期間（渇水期調査） 

調査区域 調査期間 

上流域（椹島より下流側）～中下流域 令和３年２月６日～２月１３日 

上流域（椹島より上流側） 令和３年２月５日 
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区分 番号 地点名 所在地 井戸深度 ｽｸﾘｰﾝ深度

上流域
（椹島より上流側）

井戸16 東俣付近
静岡市

ＧＬ-44m GL-16～-40m

井戸17
田代取水堰

堤付近
GL-256m

GL-130～
-250m

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

井戸01 島-1
島田市

GL-59m GL-11～42m

井戸02 大柳南 GL-82m GL-42～50m

井戸03 大幡

吉田町

GL-20m GL-5～20m

井戸04 川尻B GL-20m GL-5～20m

井戸05 川尻A GL-150m GL-127～145m

井戸06 住吉 GL-51m GL-37～51m

井戸07 細江小 牧之原市 GL-15m GL-4～12m

井戸08 横井 島田市 GL-80m GL-32～50m

井戸09
ごへい

五平
藤枝市

GL-90m GL-42～60m

井戸10
おおすちゅう

大洲中 GL-80m GL-50～70m

井戸11
じちょううけしょ

治長請所

焼津市

GL-100m GL-84～100m

井戸13
いっしき

一色 GL-150m GL-109～127m

井戸14
ふじもり

藤守（新） GL-4m -

井戸15 新大井川中 GL-120m GL-68～112m

区分 番号 地点名 所在地 採水標高

上流域
（椹島より上流側）

河川4
大井川（田代取水

堰堤上流）
静岡市 1397.0ｍ

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

河川1
ふ じ み

大井川（富士見橋） 吉田町 13.9m

河川2
かんざ

大井川（神座） 島田市 98.6ｍ

河川3
しもいずみ

大井川（下泉橋） 川根本町 210.0ｍ

河川5
とちやまがわ かみおだ

栃山川（上小田橋） 焼津市 8.0ｍ

河川6
どずい

栃山川（土瑞橋） 藤枝市 15.3ｍ

河川7
こうほう

栃山川（弘法橋） 島田市 38.3ｍ

区分 番号 名称 所在地 採水標高

上流域
（椹島より上流側）

湧水6
とくさ

木賊付近の湧き水 静岡市 1211.8m

上流域
（椹島より下流側）

～中下流域

湧水1 吉永ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾟｰｸ 焼津市 4.1m

湧水2 清水屋の湧き水 藤枝市 91.2m

湧水3
こながい

小長井の湧き水 川根本町 300.7m

湧水4
ちまんじ

智満寺の霊水 島田市 332.0m

湧水5 奥大井の湧き水 静岡市 810.4m

湧水7
ゆいがわ

湯日川源流部 島田市 189.7m

湧水8
さぐちやがわ

坂口谷川源流部 牧之原市 106.4m

湧水9
かつまたがわ

勝間田川源流部 島田市 165.7m

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ２.２７（１） 成分分析の計測地点（渇水期調査） 
※１ 湧水調査地点は、一定の標高ごとに設定（地点は静岡県ＨＰで紹介されている箇所を選定）。 

※２ 大気調査地点は、大気中の不活性ガス（ＳＦ６）濃度曲線を補正するために、上流域、中流域、下流域

それぞれ１地点ずつ設定。 

※井戸 12（大富小）は、井戸孔内に既設のケーブル等が設置されており、採水不可。
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図 ２.２７（２） 成分分析の計測地点（渇水期調査）：下流域拡大図 

出典：背景図は国土地理院の色別標高図を、河道網は国土数値情報のＳＨＰデータを使用し作成 
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 ５）成分分析の結果概要及び考察（渇水期調査） 

 ア．全体 

・地下水、河川水、湧水の各成分分析結果をとりまとめたものを図 ２.２８に

示します。 

・地下水については、全体的には各分析項目とも豊水期調査と同様な傾向が確

認されました。 

・一方、河川水においては、全体的に豊水期と比べて溶存イオンの総濃度が高

くなるなどの相違がみられましたが、一般的に見られる季節変動の範囲と考

えられます。また、河川１はＳＯ４
２－の濃度が相対的に高くなっており、こ

の局所的な相違は人為的な影響と考えられます。 

・また、上流域（ 椹
さわら

島
じま

以北）の深井戸（井戸１７）について、トリチウムの

分析の結果、豊水期調査と同様に地下水の滞留時間は約６０年以上と推定さ

れました。今回追加して実施した１４Ｃの分析において１４Ｃの濃度を計測し

たところ、検出限界（０．４４ｐＭＣ％）未満の値となりました※。 

・なお、各分析項目の詳細な結果については、別冊「３、大井川地下水等の成

分分析の詳細」に記載しています。 
 

※１４Ｃは半減期が約５,７３０年の放射性同位体であり、１４Ｃ濃度が低ければ相当古い地下水

となるが、正確な滞留時間を算定するには、地下水流動中における起源や年代が異なる炭素

の付加等を考慮した検討が必要とされている。 

 

 イ．井戸５、井戸６（吉田町）、井戸７（牧之原市） 

・今回追加した湯
ゆ

日
い

川
がわ

、坂口
さ ぐ ち

谷川
や が わ

、勝間田
か つ ま た

川
がわ

源流部付近の湧水（湧水７～９）

は、それぞれ平均的な涵養標高が約３００ｍ（牧之原台地の北端部の標高も

約３００ｍ）と推定され、また、ＮＯ３
－やＳＯ４

２－の濃度が相対的に高い特

徴が確認されました。これは、この辺りの牧之原台地では茶畑等が多くあり、

施肥等による人為的な影響が要因として考えられます。 

・井戸７（牧之原市）については、これらの湧水と近い涵養標高や水質組成を

示したことから、牧之原台地の北端部付近に降った雨が主要な涵養源の一つ

になっていることが考えられます。 

・一方、井戸５、井戸６（吉田町）については、他の下流域の井戸やこれらの

湧水とも異なる性質を示し、豊水期調査と同様、平均的な涵養標高は約７０

０ｍ、滞留時間は約４５年と推定され、Ｃａ２＋やＭｇ２＋の濃度が低く、Ｎ

ａ＋やＨＣＯ３
－の濃度が相対的に高い特徴が確認されました。 

・涵養標高や滞留時間の分析結果等を踏まえますと、他の下流域の井戸と同様
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に、上流域（椹島以北）の地下水から直接供給されている水が主要な涵養源

となっているわけではないと考えられます。また、井戸５、井戸６の上流に

位置する井戸１～井戸４を含め、下流域の各井戸は全体的に同様な特徴が確

認されているなか、井戸５、井戸６のみ異なる特徴が確認されていることを

踏まえますと、地質条件など局所的な要因が関係しているものと考えられま

す。 

 
 ウ．井戸１１、井戸１３（焼津市） 

・今回追加した栃
とち

山川
やまがわ

（大井川の旧河道）の河川水（河川５～７）は、それぞ

れ平均的な涵養標高が約９００ｍと推定され、大井川の河川水と同程度の値

を示しました。また、浅層地下水に多く見られるＣａ２＋やＨＣＯ３
－の濃度

が卓越した特徴が確認されました。 

・井戸１１、井戸１３（焼津市）については、これらの河川水と近い涵養標高

や水質組成を示しました。また、豊水期調査と同様に、他の下流域の各井戸

よりも滞留時間は比較的短い結果となったことから、近傍を流れる栃山川の

河川水が主要な涵養源の一つになっていることが考えられます。 

 

・以上の豊水期、渇水期において実施した化学的な成分分析の結果を総合的に

まとめると、第６回有識者会議で報告のとおり、 

 

大井川下流域の地下水は、大井川上流域（椹島以北）の地下水によって直

接供給されているわけではなく、大井川上流域、中流域からの河川水と、大

井川下流域における降水が主要な涵養源となっていることが考えられます。 

 

・なお、渇水期調査の結果から新たにわかったこととしては、大井川右岸側の

一部の井戸（井戸５～井戸７）や大井川左岸側の一部の井戸（井戸１１、井

戸１３）で他の下流域の井戸とは異なる性質を示していることについて、牧

之原市の井戸（井戸７）は牧之原台地の北端部付近に降った雨が主要な涵養

源の一つとなっており、吉田町の井戸（井戸５、井戸６）は地質条件など局

所的な要因が関係しているものと考えられます。また、焼津市の井戸（井戸

１１、井戸１３）は栃
とち

山川
やまがわ

（大井川の旧河道）の河川水が主要な涵養源の一

つになっていると考えられます。 

・工事中及び工事完了後も、下流域の地下水等の成分に変化がないかを確認す

るために、継続的に調査を実施していきます。 
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図 ２.２８ 成分分析結果まとめ(渇水期調査) 
出典：背景図は国土地理院の色別標高図を、河道網は国土数値情報のＳＨＰデータを使用し作成 
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（６）大井川流域の水循環の概要図（現況） 

 １）概要図の目的 

・（１）～（５）において明らかになった大井川の水循環の状況、具体的には 
- 下流域の地下水は、上流域（椹島より上流側）の地下水によって直接供給され

ているわけではなく、上流域、中流域からの河川水と、下流域における降水

が主要な涵養源となっている 
- 下流域の地下水位は、扇状地内全体としては安定した状態が続いている 

などの内容について、大井川流域市町、利水者の方々にわかりやすく説明するた

めに、概要図を作成しました。 
 

 ２）概要図の構成 

・概要図は以下に示す図により構成しています。 

 ア．鳥瞰
ちょうかん

図 

・図 ２.２９～図 ２.３１は大井川流域を斜め上方向から見た鳥瞰図です。 

・図 ２.２９は井川ダムより上流側について記載しており、 

- 本事業で掘削するトンネル 

- トンネル湧水を、導水路トンネル、ポンプアップにより上流域の椹島におい

て大井川に流す計画 

-  畑薙第一ダム、井川ダムにおける発電用水の貯水 

などの内容を示しています。 

・また、図 ２.３０は井川ダムより下流側について記載しており、 

- 発電用水が大井川本流とは別の導水路を通って流れている状況 

- 農業用水、水道用水、工業用水として広範囲に導水され、活用されている状

況 

- 下流域の地下水が、上流域、中流域からの河川水と、下流域における降水が

主要な涵養源となっている状況 

などを示しています。 

・図 ２.３１は図 ２.３０の一部の範囲を拡大して示したものであり、 

- 大井川及び導水路の実績流量 

- 各用水の実績取水量 

などを示しています。それぞれ、平成２２年度から令和元年度までの実績の平均

値を記載しています。 
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・なお、大井川水系の水利用状況（平面図）は、別冊「４、大井川水系用水現況図」

にお示しします。 

 

 イ．縦断面図 

・図 ２.３２は河川に添った断面で切断した縦断面図であり、河口からの距離と標

高との関係や、ダム、発電所等の位置関係について記載しています。 

・また、「井川ダム上流側」、「井川ダム～神座
か ん ざ

」、「神座
か ん ざ

下流側」の３つの区域に区分

し、 ３）水循環量の算定方法に示す方法により算定した水循環量を掲載してい

ます。 

・図 ２.３２は現状を示していますが、トンネルの掘削完了時及びトンネル掘削完

了後恒常時の状況は、「４．工事着手前段階における取組み （４)大井川流域の

水循環の概要図（掘削完了時・掘削完了後恒常時）」においてお示しします。 

 

 ３）水循環量の算定方法 

・大井川流域の水循環量について、降水量、蒸発散量、河川流量（ダム流入量）、地

下水流去量の概略の算定を行いました。 

・降水量と河川流量は実測値より、蒸発散量は気温等から経験式を用いて算定しま

した。地下水流去量は、降水量から蒸発散量と河川流量増加量を差し引く方法を

基本に算定しました。 

・なお、地下水流去量のうち、「井川ダム上流側」区域から「井川ダム～神座
か ん ざ

」区域

への流去量Ｒｇ１および「井川ダム～神座
か ん ざ

」区域から「神座
か ん ざ

下流側」区域への流

去量Ｒｇ２については、算定の結果、降水量と河川流量の変動幅に比べて、小さ

な量となります。 

・算出方法の詳細を次項にお示しします。 
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水循環量の算出方法（詳細） 
 
降水量 平成２０年～２８年の年間実測値の平均値（ｍｍ）×対象面積（ｋｍ

２
） 

 

井川ダム上流側 

・Ｒ１:井川観測所の年間降水量（ｍｍ）×井川ダム上流側の流域面積（ｋｍ
２
） 

神座地点～井川ダム 

・Ｒ２:川根本町観測所の年間降水量（ｍｍ）×神座地点～井川ダムの流域面積（ｋｍ
２
） 

神座下流側（扇状地を含む） 

・Ｒ３: 島田観測所の年間降水量（mm）×神座下流側の流域と扇状地※１を合わせた面積（km
２
）  

 
※1：平成 27 年度静岡県地下水賦存量調査における地下水系のうち、大井川①（左岸）、大井川②（右岸）、瀬戸川・朝比奈川の合計面

積とした。なお、大井川③は神座下流側の流域に概ね含まれるため除いた。 
 

河川流量増加量 平成２０年～２８年の年間実測値の平均値(億ｍ
３
/年) 

井川ダム上流側 

・Ｑ１’:井川ダムの流入量より算出 

・Ｑ１ :井川ダムの流入量に田代ダムからの流出を加算 

神座地点～井川ダム 

・Ｑ２’:Ｑ２-１＋Ｑ２-２ 

・Ｑ２ :Ｑ２’－Ｑ１’ 

 Ｑ２-１：神座地点の河川流量より算出、Ｑ２-２：川口発電所からの送水量※2 
 
※２：川口取水口・新川口取水口からの送水量の年間総量（約１２億ｍ３/年） 

神座下流側（扇状地を含む） 

・Ｑ３：大代川の実績流量×神座下流側の流域面積（ｋｍ
２
）/大代川の流域面積（ｋｍ

２
） 

 

蒸発散量  平成２０年～平成２８年の気温等よりペンマン法及びソーンスウェイト法により算定した可能蒸発散

量（ｍｍ）の平均値×対象面積（ｋｍ
２
） 

・Ｅ１～Ｅ２： 年間蒸発散量（ｍｍ）×流域面積（ｋｍ
２
） 

・Ｅ３： 年間蒸発散量（ｍｍ）×神座下流側の流域と扇状地を合わせた面積（ｋｍ
２
） 

 

地下水流去量 

井川ダム上流側 

・Ｒｇ１：Ｒ１－Ｅ１－Ｑ１ 

神座地点～井川ダム 

・Ｒg２：Ｒ２－Ｅ２－Ｑ２＋Ｒg１ 

神座下流側（扇状地を含む） 

・Ｒg３：Ｒ３－Ｅ３－Ｑ３＋Ｒｇ２ 

・なお、実際の水の動きとして、地下への浸透（Ｒｐ）及び河川への湧出（Ｉｇ：但しＩｇ＝Ｒｐ－Ｒｇ）があるが、 

算定は困難であるため記載していない。 

 

 

 

 

 

 

 

      

Ｒ３
Ｒ２

Ｒ１ Ｅ１

Ｅ２
Ｅ３

Ｑ１’

Ｑ２‐１
Ｑ２‐２

Ｑ３

神座下流側
（扇状地を含む）

神座地点
～井川ダム

井川ダム上流側

Ｒg２ Ｒg１

Ｑ２

Ｑ１
Ｑ２’

Ｒｐ１Ｉｇ１
Ｒｐ２

Ｒｐ3
Ｉｇ２

Ｉｇ3

Ｑ２‐１＋Ｑ３
＋Ｒｇ３
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図 ２.２９ 大井川流域の水循環の概要図 ＜鳥瞰図・井川ダム上流側＞ 
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図 ２.３０ 大井川流域の水循環の概要図 ＜鳥瞰図・井川ダム下流側＞ 
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図 ２.３１ 大井川流域の水循環の概要図 ＜下流利水者取水口付近拡大図＞ 
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図 ２.３２ 大井川流域の水循環の概要図 ＜現状の水循環量＞ 




